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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業229企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 業況は、製造業・卸売業・建設業・不動産業で改善

1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△16.6、当期実績比9.6ポイント低下の見込
　来期は、サービス業で改善を見込んでいます。項目別では、売上判断D.Iが当期実績比18.4ポイント、収益判断
D.Iでも同13.1ポイントともに低下を見込んでいます。また、販売価格判断D.Iにおいても同4.4ポイントの低下を見
込んでいます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比1.3ポイント増加、また、残業時間D.Iは5.7ポイ
ントの低下見通しとなっています。当面の重点施策でも、「経費の節減」が49.3％、「販路を広げる」が43.7％、
「人材を確保する」が21.4％と上位になりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の割
合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は△7.0と、2019
年10～12月期(前期)の調査より2.3ポイント改善し、景況感はわず
かに改善しました。
　業種別では、小売業で2.8ポイント、サービス業で19.3ポイント
低下しましたが、製造業で5.7ポイント、卸売業で9.1ポイント、建
設業で10.6ポイント、不動産業で5.9ポイント改善しました。
　項目別では、売上判断D.Iが△2.6と前期比0.9ポイント改善、収
益判断D.Iが0.8ポイント低下しました。また、前年同期比売上額判
断D.Iは△12.2、前期比3.4ポイント、同収益判断D.Iでも△14.4、同
4.7ポイントともに低下しました。雇用面では、人手過不足D.Iが
△16.6と前期比0.7ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
　また、前期比残業時間D.Iにおいては同1.0ポイント改善しました。借入金の動きでは、「借入した」が前期比
0.3ポイント低下し、借入難易度では、特に大きな変化は見られませんでした。経営上の問題点では、「売上の
停滞・減少」が32.3％、「同業者間の競争激化」が28.4％、「人手不足」が23.1％と上位に挙げられました。
　また、特別調査の「外国人・海外情勢と中小企業」について、「海外からの旅行客（インバウンド）の増加や、外国人労
働者の受入れ拡大など、近年、日本と海外とのつながりが強まっています。そこで、近年、貴社を取り巻く事業環境や地
域社会の中で、外国の方と接触する機会が増えているという実感はありますか」の質問に対し、｢「変わらない」との回
答が75.1％と最も多く、次いで「増えている」との回答が20.1％という結果となりました。（詳しくは8～9ページに掲載しています）
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 元年10月～元年12月 2年1月～2年3月 ２年4～6月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断D.Iは、２.３ポイント改善し△７.０。 来期は、９.６ポイント低下し△１６.６の見通し。

業況判断D.Iは、５.７ポイント改善し△２.８。 来期は、１４.１ポイント低下し△１６.９の見通し。

業況判断D.Iは、９.１ポイント改善し△２４.２。 来期は、１２.２ポイント低下し△３６.４の見通し。

業況判断D.Iは、２.８ポイント低下し△１５.０。 来期は、７.５ポイント低下し△２２.５の見通し。

業況判断D.Iは、１９.３ポイント低下し△２２.６。 来期は、１２.９ポイント改善し△９.７の見通し。

業況判断D.Iは、１０.６ポイント改善し１９.４。 来期は、２２.２ポイント低下し△２.８の見通し。

業況判断D.Iは、５.９ポイント改善し０.０。 来期は、５.６ポイント低下し△５.６の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10

 Number.103
（2020.1～3月期）

結城信用金庫営業統括部



　業況判断D.Iは△2.8、前期比5.7ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが5.6と前期比8.4ポイント、収益判断D.Iでも1.4と同4.2ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△7.0、前期比2.9ポイント、同収益判断D.Iは△5.6、同2.9ポ
イントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△15.5と前期比4.2ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△4.2と前期比1.4ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が22.5％（前期21.1％）、「予定あり」が9.9％（前期16.9％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は9.9％（前期8.5％）となりました。
　経営上の問題点では、｢売上の停滞・減少｣が31.0％、「人手不足」が29.6％、「同業者間の競争激化」が
21.1％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△16.9、当期実績比14.1
ポイント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比28.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同22.5ポイントともに低下を
見込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比1.4ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比1.4ポイント増加、残業時間D.Iは同8.5ポイント低
下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・「経費の節
減」がそれぞれ49.3％、「人材を確保する」が28.2％
と上位に挙げられました。

　主取引先が減産体制をとっていることに加え、新型コロナウイルスの問題で中国
製部品の調達に支障が出ており、売上減少傾向にある。
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1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し
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実　績

4～6月の
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実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 11.3  54.9  33.8 

 21.1  59.2  19.7 

 9.9  59.1  31.0 

 23.9  57.8  18.3  19.7 57.8 22.5

 14.1  54.9  31.0 

5.6  93.0  1.4 

 8.5  88.7  2.8 

■ 製 造 業 回答企業数71企業（回答率98.6％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

時期

製造業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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問4
貴社では、外国向けの売上げを増加させるための取組みを行っていますか。行っている企業
は、特に行っている取組みについてお答えください。行っていない企業は、行っていない理由
についてお答えください。

問5 貴社では、経営上、特に注目している海外情勢はありますか。
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【外国向けの取組みを行っていない】 【外国向けの取組みを行っている】
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問3 貴社では、売上全体に占める外国人（旅行客を含む。）、もしくは外国企業向けの売上げ
（輸出を含む。）はどれくらいですか。
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　　　　　6.3％
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　　　　　　　　10.2％

 0.6％

　　　  　5.7％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30.8％



　業況判断D.Iは△24.2、前期比9.1ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△42.4と前期比27.2ポイント、収益判断D.Iでも△42.4と同24.2ポイントと
もに低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△33.3、前期比18.1ポイント、同収益判断D.Iは
△36.4、同15.2ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△9.1と前期比3.0ポイント低下し、人手不足感がやや強まりまし
た。また、前期比残業時間D.Iは△3.0と同9.1ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が21.2％（前期18.2％）、「予定あり」が12.1％（同12.1％）を示していま
す。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.1％（前期12.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が36.4％、「取引先の減少」が21.2％、「同業者間の競争激
化」・｢利幅の縮小」がそれぞれ18.2％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△36.4と当期実績比12.2ポ
イント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同18.2ポイントともに改善を
見込んでいます。また、販売価格判断D.Iでも当期実
績比9.1ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比横這い、残業時間判断D.Iは同3.1ポイントの減少見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が63.6％、「経
費の節減」が42.4％、「情報力の強化」が24.2％と上位
に挙げられました。

　新型コロナウイルスの影響によりイベント等が中止となり店頭売上げに頼る状態。
前四半期に比べ売上減少となった。
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1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 9.1 51.5  39.4 

6.0  45.6 48.4 

 12.1  51.6  36.3 

 6.0  45.6  48.4 

12.1  81.9  6.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 6.1  84.8  9.1 

 12.1  51.6  36.3 

6.1  51.4  42.5 

外国人・海外情勢と中小企業
■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8
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時期

卸売業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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外国人・海外情勢と中小企業外国人・海外情勢と中小企業

問1

　「外国人・海外情勢と中小企業」について調査を実施しました。
　「海外からの旅行客（インバウンド）の増加や、外国人労働者の受入れ拡大など、近年、日本と海外との
つながりが強まっています。
　そこで、近年、貴社を取り巻く事業環境や地域社会の中で、外国の方と接触する機会が増えているという
実感はありますか」の質問に対し、「変わらない」との回答が75.1％と最も多く、次いで「増えている」と
の回答が20.1％という結果となりました。
　そのほか、「売上全体に占める外国人（旅行客を含む。）、もしくは外国企業向けの売上げ（輸出を含む。）は
どれくらいですか」を、次のように取り纏めました。

非常に増えている  3.1％非常に減っている  1.7％

減っている  0.0％

増えている  20.1％

変わらない
75.1％

海外からの旅行客（インバウンド）の増加や、外国人労働者の受入れ拡大など、近年、日本と海
外とのつながりが強まっています。そこで、近年、貴社を取り巻く事業環境や地域社会の中で、
外国の方と接触する機会が増えているという実感はありますか。

問2
貴社では、外国人労働者を雇用していますか。雇用している方は、従業員全体に占める外国人労
働者の割合をお答えください。雇用していない方は、今後、外国人労働者を雇用する予定がある
かお答えください。

50％以上
40％～50％
30％～40％
20％～30％
10％～20％
10％未満

【外国人労働者を雇用していない】

3.5％

（％）0  50  100 

雇用する予定あり

雇用する予定なし 86.9％



　業況判断D.Iは△15.0、前期比2.8ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△7.5と前期比9.6ポイント、収益判断D.Iでは0.0と同17.1ポイントともに改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△20.0、前期比6.8ポイント、同収益判断D.Iは△12.5、同
11.9ポイントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.0と前期比0.2ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iは△5.0と同7.2ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が20.0％（前期22.0％）、「予定あり」が12.5％（前期9.8％）を示してい
ます。また、設備投資を実施したと回答した企業は5.0％（前期2.4％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が42.5％、「同業者間の競争激化」が32.5％、｢大型店との競
争激化」が30.0％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△22.5、当期実績比7.5ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比20.0ポイ
ント、収益判断D.Iでも同22.5ポイントともに低下を
見込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比15.0ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比横這い、残業時間判断D.Iにおいては同2.5ポイント
増加の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が60.0％、
「品揃えを改善する」が27.5％、「売れ筋商品の取扱」
が22.5％と上位に挙げられました。

　新型コロナウイルスにより生活用品の売上増加が目立った。商品の売切れが続出し、
商品棚の空きが目立つ。

　業況判断D.Iは0.0、前期比5.9ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが11.1と前期比5.2ポイント改善、収益判断D.Iは5.6と同6.2ポイント低下しま
した。また、前年同期比売上額判断D.Iは11.1、前期比0.7ポイント、収益判断D.Iは0.0、同11.8ポイントと
もに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△33.3と前期比3.9ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と同5.9ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が22.2％（前期23.5％）、「予定あり」は11.1％（前期17.6％）を示して
います。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」・「人手不足」・「同業者間の競争激化」がそれぞれ27.8％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△5.6、当期実績比5.6ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同16.7ポイントともに低下を
見込んでおります。また、販売価格判断D.Iは当期実
績比11.1ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横這い、残業時間D.Iは同5.6ポイント低下の見通し
となっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が61.1％、
「経費の節減」・｢情報力の強化｣がそれぞれ33.3％
と上位に挙げられました。

　不動産の動きは少なく、売買手数料は年々少なくなってきている。若年者から投
資目的での問い合わせが多くなってきている。
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【業　況】 【売上額】

【収　益】

 10.0 52.5  37.5 

 20.0 60.0  20.0 

 15.0 47.5  37.5 

 15.0 55.0  30.0 

 20.0 80.0 0.0 
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 16.7 66.6  16.7 

 16.7 72.2  11.1 

5.6   77.7  16.7 

 22.2 66.7  11.1  11.1  77.8  11.1 

 11.1 72.2  16.7 

 11.2 77.6  11.2 

 16.7 77.7  5.6 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 7.5 62.5  30.0 

 15.0 77.5 7.5 

 15.0 62.5  22.5 

■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7
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　業況判断D.Iは△22.6、前期比19.3ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△9.7と前期比19.7ポイント、収益判断D.Iは△12.9と同12.9ポイントともに
低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△22.6、前期比9.3ポイント、同収益判断D.Iでは△22.6、
同9.3ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.9と前期比10.4ポイント改善し、人手不足感がやや緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比横這いとなりました。
　借入金の動きでは、「借入した」が19.4％（前期23.3％）、「予定あり」が16.1％（前期13.3％）を示しています。
また、設備投資を実施したと回答した企業は9.7％（前期16.7％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞･減少」・「同業者間の競争激化」がそれぞれ32.3％、「人手不足」が29.0％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△9.7、当期実績比12.9ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.7ポイン
ト、収益判断D.Iは同19.4ポイントともに改善を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比3.3
ポイントの減少を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比9.7ポイント低下、残業時間判断D.Iでは同横這いの
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・「経費の節
減」がそれぞれ48.4％、「宣伝・広告の強化」が25.8％
と上位に挙げられました。

　新型コロナウイルスの感染拡大により来店客数が減少し売上もやや減少気味。
販路拡大に向け努力しているが、人員確保が経営課題である。

　業況判断D.Iは19.4、前期比10.6ポイントの改善　　　　　
　項目別では、売上額判断D.Iが22.2と前期比16.3ポイント改善、受注残判断D.Iは11.1と同3.6ポイント低下
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは2.8、前期比11.9ポイント、同収益判断D.Iは△13.9、同22.7ポ
イントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△27.8と前期比1.6ポイント増加し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは5.6と前期比0.3ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が36.1％（前期38.2％）、「予定あり」が25.0％（前期26.5％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は13.9％(前期5.9％)となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が44.4％、「人手不足｣が30.6％、「利幅の縮小」が25.0％と上
位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△2.8、当期実績比22.2ポ
イント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比52.8ポイ
ント、収益判断D.Iでも同38.9ポイントともに低下を
見込んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績
比5.5ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比13.9ポイント改善、残業時間判断D.Iは同16.7ポイ
ント減少の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が52.8％、「販
路を広げる｣が50.0％、｢人材を確保する｣が30.6％と上
位に挙げられました。

　工場新築など大きな仕事も受注できている。
新型コロナウイルスの影響で部品の輸入ができなくなると仕事が止まる恐れがある。
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
 22.2  69.5  8.3 

 27.8  66.6  5.6  27.8  63.8  8.4 

 13.9  69.4  16.7 
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 22.6  54.8  22.6 

 16.1  54.9  29.0 
 

 19.4  51.5  29.1  9.7  58.0  32.3 

 12.9  64.5  22.6 

 22.6  61.3  16.1 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 19.3  77.5  3.2 

 25.8  67.8  6.4 

 2.8  63.8  33.4 

 2.8  69.4  27.8 

■ サービス業 回答企業数31企業（回答率100％）■ 建 設 業 回答企業数36企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　業況判断D.Iは△22.6、前期比19.3ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△9.7と前期比19.7ポイント、収益判断D.Iは△12.9と同12.9ポイントともに
低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△22.6、前期比9.3ポイント、同収益判断D.Iでは△22.6、
同9.3ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.9と前期比10.4ポイント改善し、人手不足感がやや緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比横這いとなりました。
　借入金の動きでは、「借入した」が19.4％（前期23.3％）、「予定あり」が16.1％（前期13.3％）を示しています。
また、設備投資を実施したと回答した企業は9.7％（前期16.7％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞･減少」・「同業者間の競争激化」がそれぞれ32.3％、「人手不足」が29.0％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△9.7、当期実績比12.9ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.7ポイン
ト、収益判断D.Iは同19.4ポイントともに改善を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比3.3
ポイントの減少を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比9.7ポイント低下、残業時間判断D.Iでは同横這いの
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・「経費の節
減」がそれぞれ48.4％、「宣伝・広告の強化」が25.8％
と上位に挙げられました。

　新型コロナウイルスの感染拡大により来店客数が減少し売上もやや減少気味。
販路拡大に向け努力しているが、人員確保が経営課題である。

　業況判断D.Iは19.4、前期比10.6ポイントの改善　　　　　
　項目別では、売上額判断D.Iが22.2と前期比16.3ポイント改善、受注残判断D.Iは11.1と同3.6ポイント低下
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは2.8、前期比11.9ポイント、同収益判断D.Iは△13.9、同22.7ポ
イントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△27.8と前期比1.6ポイント増加し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは5.6と前期比0.3ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が36.1％（前期38.2％）、「予定あり」が25.0％（前期26.5％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は13.9％(前期5.9％)となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が44.4％、「人手不足｣が30.6％、「利幅の縮小」が25.0％と上
位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△2.8、当期実績比22.2ポ
イント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比52.8ポイ
ント、収益判断D.Iでも同38.9ポイントともに低下を
見込んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績
比5.5ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比13.9ポイント改善、残業時間判断D.Iは同16.7ポイ
ント減少の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が52.8％、「販
路を広げる｣が50.0％、｢人材を確保する｣が30.6％と上
位に挙げられました。

　工場新築など大きな仕事も受注できている。
新型コロナウイルスの影響で部品の輸入ができなくなると仕事が止まる恐れがある。
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 22.6  54.8  22.6 

 16.1  54.9  29.0 
 

 19.4  51.5  29.1  9.7  58.0  32.3 

 12.9  64.5  22.6 

 22.6  61.3  16.1 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 19.3  77.5  3.2 

 25.8  67.8  6.4 

 2.8  63.8  33.4 

 2.8  69.4  27.8 

■ サービス業 回答企業数31企業（回答率100％）■ 建 設 業 回答企業数36企業（回答率100％）
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　業況判断D.Iは△15.0、前期比2.8ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△7.5と前期比9.6ポイント、収益判断D.Iでは0.0と同17.1ポイントともに改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△20.0、前期比6.8ポイント、同収益判断D.Iは△12.5、同
11.9ポイントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.0と前期比0.2ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iは△5.0と同7.2ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が20.0％（前期22.0％）、「予定あり」が12.5％（前期9.8％）を示してい
ます。また、設備投資を実施したと回答した企業は5.0％（前期2.4％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が42.5％、「同業者間の競争激化」が32.5％、｢大型店との競
争激化」が30.0％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△22.5、当期実績比7.5ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比20.0ポイ
ント、収益判断D.Iでも同22.5ポイントともに低下を
見込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比15.0ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比横這い、残業時間判断D.Iにおいては同2.5ポイント
増加の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が60.0％、
「品揃えを改善する」が27.5％、「売れ筋商品の取扱」
が22.5％と上位に挙げられました。

　新型コロナウイルスにより生活用品の売上増加が目立った。商品の売切れが続出し、
商品棚の空きが目立つ。

　業況判断D.Iは0.0、前期比5.9ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが11.1と前期比5.2ポイント改善、収益判断D.Iは5.6と同6.2ポイント低下しま
した。また、前年同期比売上額判断D.Iは11.1、前期比0.7ポイント、収益判断D.Iは0.0、同11.8ポイントと
もに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△33.3と前期比3.9ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と同5.9ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が22.2％（前期23.5％）、「予定あり」は11.1％（前期17.6％）を示して
います。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」・「人手不足」・「同業者間の競争激化」がそれぞれ27.8％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△5.6、当期実績比5.6ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同16.7ポイントともに低下を
見込んでおります。また、販売価格判断D.Iは当期実
績比11.1ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横這い、残業時間D.Iは同5.6ポイント低下の見通し
となっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が61.1％、
「経費の節減」・｢情報力の強化｣がそれぞれ33.3％
と上位に挙げられました。

　不動産の動きは少なく、売買手数料は年々少なくなってきている。若年者から投
資目的での問い合わせが多くなってきている。

 Keikyo Report  No.103

4

調査員のコメントから 調査員のコメントから

 Keikyo Report  No.103

7

1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し

1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

 10.0 52.5  37.5 

 20.0 60.0  20.0 

 15.0 47.5  37.5 

 15.0 55.0  30.0 

 20.0 80.0 0.0 

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 16.7 66.6  16.7 

 16.7 72.2  11.1 

5.6   77.7  16.7 

 22.2 66.7  11.1  11.1  77.8  11.1 

 11.1 72.2  16.7 

 11.2 77.6  11.2 

 16.7 77.7  5.6 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 7.5 62.5  30.0 

 15.0 77.5 7.5 

 15.0 62.5  22.5 

■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7

 6 9 12 3 6 9 12 3 
18. 19. 20. 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

30

20

10

0

△10

△20

△30

△40

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

 6 9 12 3 6 9 12 3 
18. 19. 20. 

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

30

20

10

0

△10

△20

△30



　業況判断D.Iは△24.2、前期比9.1ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△42.4と前期比27.2ポイント、収益判断D.Iでも△42.4と同24.2ポイントと
もに低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△33.3、前期比18.1ポイント、同収益判断D.Iは
△36.4、同15.2ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△9.1と前期比3.0ポイント低下し、人手不足感がやや強まりまし
た。また、前期比残業時間D.Iは△3.0と同9.1ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が21.2％（前期18.2％）、「予定あり」が12.1％（同12.1％）を示していま
す。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.1％（前期12.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が36.4％、「取引先の減少」が21.2％、「同業者間の競争激
化」・｢利幅の縮小」がそれぞれ18.2％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△36.4と当期実績比12.2ポ
イント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同18.2ポイントともに改善を
見込んでいます。また、販売価格判断D.Iでも当期実
績比9.1ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比横這い、残業時間判断D.Iは同3.1ポイントの減少見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が63.6％、「経
費の節減」が42.4％、「情報力の強化」が24.2％と上位
に挙げられました。

　新型コロナウイルスの影響によりイベント等が中止となり店頭売上げに頼る状態。
前四半期に比べ売上減少となった。
 

 Keikyo Report  No.103

8

調査員のコメントから

 Keikyo Report  No.103

3

1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 9.1 51.5  39.4 

6.0  45.6 48.4 

 12.1  51.6  36.3 

 6.0  45.6  48.4 

12.1  81.9  6.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 6.1  84.8  9.1 

 12.1  51.6  36.3 

6.1  51.4  42.5 

外国人・海外情勢と中小企業
■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

 6 9 12 3 6 9 12 3 
18. 19. 20. 

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

20

10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

外国人労働者を雇用している　9.6％

【外国人労働者を雇用している】
0.0％

0.4％

1.3％
0.9％

6.6％6.6％

0.4％

外国人労働者を雇用していない  90.4％

（％）0  10  20 30  

外国人・海外情勢と中小企業外国人・海外情勢と中小企業

問1

　「外国人・海外情勢と中小企業」について調査を実施しました。
　「海外からの旅行客（インバウンド）の増加や、外国人労働者の受入れ拡大など、近年、日本と海外との
つながりが強まっています。
　そこで、近年、貴社を取り巻く事業環境や地域社会の中で、外国の方と接触する機会が増えているという
実感はありますか」の質問に対し、「変わらない」との回答が75.1％と最も多く、次いで「増えている」と
の回答が20.1％という結果となりました。
　そのほか、「売上全体に占める外国人（旅行客を含む。）、もしくは外国企業向けの売上げ（輸出を含む。）は
どれくらいですか」を、次のように取り纏めました。

非常に増えている  3.1％非常に減っている  1.7％

減っている  0.0％

増えている  20.1％

変わらない
75.1％

海外からの旅行客（インバウンド）の増加や、外国人労働者の受入れ拡大など、近年、日本と海
外とのつながりが強まっています。そこで、近年、貴社を取り巻く事業環境や地域社会の中で、
外国の方と接触する機会が増えているという実感はありますか。

問2
貴社では、外国人労働者を雇用していますか。雇用している方は、従業員全体に占める外国人労
働者の割合をお答えください。雇用していない方は、今後、外国人労働者を雇用する予定がある
かお答えください。

50％以上
40％～50％
30％～40％
20％～30％
10％～20％
10％未満

【外国人労働者を雇用していない】

3.5％

（％）0  50  100 

雇用する予定あり

雇用する予定なし 86.9％



　業況判断D.Iは△2.8、前期比5.7ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが5.6と前期比8.4ポイント、収益判断D.Iでも1.4と同4.2ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△7.0、前期比2.9ポイント、同収益判断D.Iは△5.6、同2.9ポ
イントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△15.5と前期比4.2ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△4.2と前期比1.4ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が22.5％（前期21.1％）、「予定あり」が9.9％（前期16.9％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は9.9％（前期8.5％）となりました。
　経営上の問題点では、｢売上の停滞・減少｣が31.0％、「人手不足」が29.6％、「同業者間の競争激化」が
21.1％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△16.9、当期実績比14.1
ポイント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比28.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同22.5ポイントともに低下を
見込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比1.4ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比1.4ポイント増加、残業時間D.Iは同8.5ポイント低
下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・「経費の節
減」がそれぞれ49.3％、「人材を確保する」が28.2％
と上位に挙げられました。

　主取引先が減産体制をとっていることに加え、新型コロナウイルスの問題で中国
製部品の調達に支障が出ており、売上減少傾向にある。
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1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 11.3  54.9  33.8 

 21.1  59.2  19.7 

 9.9  59.1  31.0 

 23.9  57.8  18.3  19.7 57.8 22.5

 14.1  54.9  31.0 

5.6  93.0  1.4 

 8.5  88.7  2.8 

■ 製 造 業 回答企業数71企業（回答率98.6％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

時期

製造業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

 6 9 12 3 6 9 12 3 
18. 19. 20. 

30

20

10

0

△10

△20

△30

問4
貴社では、外国向けの売上げを増加させるための取組みを行っていますか。行っている企業
は、特に行っている取組みについてお答えください。行っていない企業は、行っていない理由
についてお答えください。

問5 貴社では、経営上、特に注目している海外情勢はありますか。

（％）0
 

10

 

20

 

30

 

40

 

50

米中貿易摩擦
中東情勢
日中関係
日韓関係
日露関係

北朝鮮問題
アメリカ経済・大統領選挙

イギリスのＥＵ離脱
その他

経営に影響する海外情勢はない

（複数回答：3つ以内）

【外国向けの取組みを行っていない】 【外国向けの取組みを行っている】
1.8％

0.9％

0.4％

2.6％

（％）0  10  20 30  

0.9％

問3 貴社では、売上全体に占める外国人（旅行客を含む。）、もしくは外国企業向けの売上げ
（輸出を含む。）はどれくらいですか。

50％以上
40％～50％
30％～40％
20％～30％
10％～20％
10％未満

【外国向けの売上げがある】

0％

2.2％

0.9％

1.7％

（％）0  10  20 30  

外国向けの売上げがある  19.2％

外国向けの売上げはない  80.8％

営業力の強化
ネットや広告による情報発信

海外拠点の設置・強化
その他

（％）0  20  40 60 

人材が不足している
資金面で余裕がない

その他

外国向けの取組みを行っている  6.6％

外国向けの取組みを行っていない　93.4％

2.6％

11.8％

製品・商品・サービス面の
開発強化

国内だけで十分な
売上げがある

何をすればいいのか
わからない

52.0％

21.0％

6.5％

7.4％

6.5％

　　　　　　　　　　　19.1％

　　　  4.8％

　　　　　　　　　　　19.5％

　　　　　6.3％

 0.6％

　  2.4％

　　　　　　　　10.2％

 0.6％

　　　  　5.7％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30.8％
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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業229企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 業況は、製造業・卸売業・建設業・不動産業で改善

1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△16.6、当期実績比9.6ポイント低下の見込
　来期は、サービス業で改善を見込んでいます。項目別では、売上判断D.Iが当期実績比18.4ポイント、収益判断
D.Iでも同13.1ポイントともに低下を見込んでいます。また、販売価格判断D.Iにおいても同4.4ポイントの低下を見
込んでいます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比1.3ポイント増加、また、残業時間D.Iは5.7ポイ
ントの低下見通しとなっています。当面の重点施策でも、「経費の節減」が49.3％、「販路を広げる」が43.7％、
「人材を確保する」が21.4％と上位になりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の割
合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は△7.0と、2019
年10～12月期(前期)の調査より2.3ポイント改善し、景況感はわず
かに改善しました。
　業種別では、小売業で2.8ポイント、サービス業で19.3ポイント
低下しましたが、製造業で5.7ポイント、卸売業で9.1ポイント、建
設業で10.6ポイント、不動産業で5.9ポイント改善しました。
　項目別では、売上判断D.Iが△2.6と前期比0.9ポイント改善、収
益判断D.Iが0.8ポイント低下しました。また、前年同期比売上額判
断D.Iは△12.2、前期比3.4ポイント、同収益判断D.Iでも△14.4、同
4.7ポイントともに低下しました。雇用面では、人手過不足D.Iが
△16.6と前期比0.7ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
　また、前期比残業時間D.Iにおいては同1.0ポイント改善しました。借入金の動きでは、「借入した」が前期比
0.3ポイント低下し、借入難易度では、特に大きな変化は見られませんでした。経営上の問題点では、「売上の
停滞・減少」が32.3％、「同業者間の競争激化」が28.4％、「人手不足」が23.1％と上位に挙げられました。
　また、特別調査の「外国人・海外情勢と中小企業」について、「海外からの旅行客（インバウンド）の増加や、外国人労
働者の受入れ拡大など、近年、日本と海外とのつながりが強まっています。そこで、近年、貴社を取り巻く事業環境や地
域社会の中で、外国の方と接触する機会が増えているという実感はありますか」の質問に対し、｢「変わらない」との回
答が75.1％と最も多く、次いで「増えている」との回答が20.1％という結果となりました。（詳しくは8～9ページに掲載しています）

6 9 12 3 6 9 12 3
18.  19. 20.

時期 4～6月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

全業種総合 主要指標の推移
10

0

△10

△20

△30

総　　　合

製　造　業

卸　売　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

不 動 産 業

〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 元年10月～元年12月 2年1月～2年3月 ２年4～6月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断D.Iは、２.３ポイント改善し△７.０。 来期は、９.６ポイント低下し△１６.６の見通し。

業況判断D.Iは、５.７ポイント改善し△２.８。 来期は、１４.１ポイント低下し△１６.９の見通し。

業況判断D.Iは、９.１ポイント改善し△２４.２。 来期は、１２.２ポイント低下し△３６.４の見通し。

業況判断D.Iは、２.８ポイント低下し△１５.０。 来期は、７.５ポイント低下し△２２.５の見通し。
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